
遺言書	Comment by 菰田法律事務所: この遺言書は自筆証書遺言なので、検認が必要になります。なるべく公正証書遺言の作成を勧めるようにしましょう。

私、遺言者甲野太郎は次の通り遺言する。

第１条
　遺言者は下記の有する財産を同居する長男甲野一郎（昭和○○年○月○日生）に相続させる。
　１．土地	Comment by 菰田法律事務所: 土地の場合は、所在、地番、地目、地積の4項目を、家屋の場合は、所在、家屋番号、種類、構造、床面積を登記簿通りに記載します。（遺言書を使って登記手続きを行うため）
なお、登記簿上の所在・地番と住居表示は異なることが多いので、必ず登記簿を確認しましょう。
　　　所在：　　東京都上野区上野２丁目
　　　地番：　　○○番○○
　　　地目：　　宅地
 　　 地積：　　150平方メートル
　２．自宅
 　　 所在：　　東京都上野区上野２丁目
 　　 家屋番号：○○番○○
　　　種類：　　居宅
 　　 構造：　　木造瓦葺2階建
 　　 床面積：　１階110.5平方メートル
　　　　　　　　２階80.5平方メートル
第２条	Comment by 菰田法律事務所: 預金の場合は、①銀行、②支店、③預金の種類（普通・定期・貯蓄等）、④口座番号の4種類を記載します。
たまに口座情報が間違っている遺言書を見かけます。必ず通帳を確認してください。
   遺言者は○○銀行上野支店に有する定期預金を次男甲野次郎（昭和○○年○月○日生）に相続させる。
 　　定期預金　口座番号００１２３４５６７８９
 
 第３条
   遺言者は○○銀行東京支店に有する定期預金を長女甲野花子（昭和○○年○月○日生）に相続させる。
 　　定期預金　口座番号６７８９００１２３４５６

第４条	Comment by 菰田法律事務所: 遺言は財産の分配のみならず、祭祀主催者の指定も可能です。但し、祭祀主催者は今後の法要などの祭祀を行う義務があるわけではなく、承継する祭祀財産の処分も可能です。
この指定をしておかなくては、亡くなった後に相続人間で祭祀承継者について紛争が生じることが多いですので、基本的に記載するようにしましょう。
 　遺言者は、遺言者及び祖先の祭祀を主催すべき者として長男甲野一郎を指定する。　 	Comment by 菰田法律事務所: 記載例では、祭祀主催者の記載のみで、祭祀財産の承継について規定されていません。祭祀財産は原則として祭祀主催者が包括承継するものと考えられているため、記載例の記載でも足りますが、特別の事情がある場合には祭祀財産の承継と祭祀主催者を分けることも可能とされているため、「祭祀主催者が一切の祭祀財産を承継する」旨の規定を念のため定めておいた方が良いでしょう。
なお、祭祀財産とは、系譜、祭具（仏壇等）、墳墓をいい、これらは遺産には含まれません（民法897条）。祭祀承継について、遺言に定めがなく、また生前の被相続人の意思も明らかでない場合は慣習によって決定します。慣習も明らかでない場合は家庭裁判所が定めることになります。

第５条	Comment by 菰田法律事務所: 遺言執行者を必ず定めるようにしましょう。
遺言執行者を指定しなかったが故に、相続手続が滞り、家庭裁判所で遺言執行者の選任をしなくてはならなくなる事案が多数あります。指定してデメリットはないので、必ず指定することをお勧めします。
 遺言者はこの遺言の執行者として長男甲野一郎を指定する。
 
付言事項	Comment by 菰田法律事務所: 付言事項のない遺言書をよく見かけますが、後の紛争予防のためにも可能な限り想いを残しておくことをお勧め致します。
 　親と同居して長年面倒を見てくれて、今後も甲野家を継いでもらう長男一郎に家屋敷を相続させたので、長女花子、次男次郎には法定相続分より少なくなってしまったが今後も兄弟仲良く暮らして欲しい。
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　平成○○年○月○日
 　　　　　　　　　　　　　　　東京都上野区上野２丁目○番○号
 　　　　　　　　　　　　　　　遺言者　甲野　太郎　印	Comment by 菰田法律事務所: 仮に、遺言者本人が少し痴呆の場合、遺言能力が争われることがあります。そこで、そのような微妙な事案の場合には、病院で長谷川式スケールを行い、診断書を作成して、その診断書を公正証書遺言と一緒に公証役場に保管してもらいます。	Comment by 菰田法律事務所: 実印でないとダメなのかというご質問をよく受けますが、そのような決まりはないため、認印でも構いません。ただし、実印の方が後の紛争予防のためには確実でしょう。
